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第
一
節
　
　
雲
紙
本
と
関
戸
本
と
の
関
係
（
一
）

一

雲
紙
本
・
関
戸
本
の
書
写
者
は
古
来
、
藤
原
行
成
（
九
七
二
―
一
〇
二
七
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
現
今
で
は
源
兼
行
（
万
寿
元
年
﹇
一
〇
二
四
﹈

少
内
記
と
な
り
、
承
保
元
年
﹇
一
〇
七
四
﹈
白
河
天
皇
大
嘗
会
御
屏
風
を
書
写
し
た
こ
と
等
が
知
ら
れ
る
）
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
）
1
（

。
し
か
し
、

両
本
の
書
写
時
期
に
つ
い
て
は
諸
氏
の
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。

飯
島
春
敬
氏
は
、
雲
紙
本
の
方
が
「
若
書
き
で
関
戸
本
は
熟
達
し
た
後
年
の
作
と
思
わ
れ
る
」
と
い
う
見
解
を
示
さ
れ
）
2
（

、
堀
江
知
彦
氏
も
、
雲

紙
本
は
「
年
代
的
に
は
早
く
」、
関
戸
本
は
「
晩
年
に
到
達
し
た
円
熟
境
を
示
」
し
、「
最
も
円
熟
老
成
の
境
地
を
示
し
」
て
い
る
と
さ
れ
た
）
3
（

。

両
本
の
書
写
時
期
に
は
ど
の
程
度
の
間
隔
が
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
飯
島
・
堀
部
両
氏
は
明
確
に
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
久
曽
神
昇
氏

は
「
素
案
」
と
し
て
雲
紙
本
は
「
長
元
八
年
一
〇
三
五
頃
（
三
十
五
歳
）
」、
関
戸
本
は
「
長
久
四
年
一
〇
四
三
頃
（
四
十
三
歳
）
」
と
書
写
時
期
を

推
定
さ
れ
）
4
（

、
関
戸
本
は
雲
紙
本
よ
り
「
更
に
強
い
力
量
を
発
揮
し
て
い
る
）
5
（

」
と
説
か
れ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
小
松
茂
美
氏
は
雲
紙
本
と
関
戸
本
は
「
そ
の
書
風
や
書
体
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
差
異
を
認
め
る
と
こ
ろ
が
な
い
」、「
両
者

は
と
も
に
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
筆
と
考
え
る
の
が
妥
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
」、「
源
兼
行
の
六
十
歳
前
後
の
筆
跡
と
推
定
）
6
（

」
さ
れ
た
。
し
か
し
、
諸
氏

が
そ
の
よ
う
に
結
論
付
け
ら
れ
た
論
拠
が
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
源
兼
行
の
筆
と
推
定
さ
れ
て
い
る
作
品
の
書
写
時
期
に
関
す
る
御
論

も
一
致
し
て
い
な
い
）
7
（

。

源
兼
行
は
当
代
随
一
の
能
書
家
で
あ
り
、
日
本
の
書
の
歴
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
人
物
で
あ
る
。

以
下
、
用
字
・
書
風
等
に
焦
点
を
当
て
て
雲
紙
本
と
関
戸
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
再
検
討
を
行
っ
た
結
果
に
つ
い
て
論
じ
る
。
事
例
を
挙
げ
る

際
、
両
伝
本
名
の
下
の
括
弧
内
に
詩
歌
番
号
を
記
す
。
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二

用
字
面
か
ら
雲
紙
本
と
関
戸
本
と
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
類
似
の
特
徴
的
な
結
体
）
8
（

・
字
形
が
認
め
ら
れ
た
）
9
（

。
ま
た
、
両
本
で
は
、「
同
行
の

中
の
あ
い
近
い
位
置
や
、
隣
接
す
る
行
の
ほ
ぼ
同
じ
段
に
同
じ
音
節
」・
同
一
語
が
配
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
は
同
一
字
形
を
、
仮

名
は
「
同
じ
字
形
の
字
母
の
使
用
を
さ
け
）
10
（

」
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
際
、
両
本
の
当
該
箇
所
の
字
形
が
類
似
し
、
字
母
に
お
い
て
も
両
本
は
一
致

し
て
い
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
そ
の
事
例
を
両
本
か
ら
挙
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

◆
雲
紙
本
（
463
）

◆
関
戸
本
（
463
）

両
本
に
見
ら
れ
る
「
第
」（
五
か
所
）
に
つ
い
て
、
三
行
書
き
の
両
本
に
あ
っ
て
は
雲
紙
本
で
は
一
行
目
に
四
か
所
、（
一
行
を
お
い
て
）
三
行
目
の

行
頭
に
近
接
す
る
所
に
一
か
所
が
存
す
る
。
一
方
、
関
戸
本
で
は
、
一
行
目
の
行
頭
、
三
字
目
、
下
方
に
存
し
、
ま
た
、
二
行
目
・
三
行
目
の
行

頭
に
も
隣
接
し
て
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
「
第
」
の
字
形
は
様
々
で
あ
り
、雲
紙
本
と
関
戸
本
の
五
種
の
「
第
」
の
字
形
を
対
比
す
る
と
、「
第
一
」・

「
第
二
」・「
第
三
」
の
「
第
」
の
字
形
は
各
々
類
似
し
て
い
る
と
言
え
る
。
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◆
雲
紙
本
（
7
・
8
）

◆
関
戸
本
（
7
・
8
）

和
歌
一
首
二
行
書
き
の
両
本
に
あ
っ
て
は
、
7
「
は
る
た
つ
」
は
四
句
目
、
8
「
は
る
た
つ
」
は
初
句
で
、
行
頭
に
隣
接
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。

7
「
は
」・「
た
」・「
つ
」
の
次
行
の
行
頭
に
は
い
わ
ゆ
る
変
体
仮
名
「
者
」・「
多
」・「
徒
」
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
用
字
を
異
に
し
て
い
る
と
言
え

る
。
そ
の
点
に
お
い
て
当
該
箇
所
に
お
け
る
両
本
の
用
字
は
一
致
し
て
い
る
。
両
本
で
は
同
一
語
・
同
音
節
が
近
接
、
あ
る
い
は
隣
接
し
て
位
置

し
て
い
る
場
合
、
漢
字
は
同
一
字
形
、
仮
名
は
同
字
母
の
重
複
が
回
避
さ
れ
て
い
る
。

雲
紙
本
と
関
戸
本
の
両
本
間
に
お
い
て
、
そ
の
対
応
す
る
箇
所
の
字
形
の
類
似
、
字
母
の
一
致
が
認
め
ら
れ
る
例
を
目
録
・
詩
歌
句
か
ら
挙
げ

る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
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〈
目
録
〉　

①
部
類
名
「
夏
」・
題
「
首
夏
」
の
二
字
目
「
夏
」・
題
「
夏
夜
」
の
一
字
目
「
夏
」

②
題
「
立
秋
」
の
二
字
目
「
秋
」・
題
「
早
秋
」
の
二
字
目
「
秋
」

〈
詩
歌
句
等
〉　

③　

22
「
天
」・
23
「
天
」

④　

22
「
遊
」・
23
「
遊
」

⑤　

29
「
倚
」・
30
「
倚
」

⑥　

29
「
摩
」・
30
「
摩
」

⑦　

29
「
腰
」・
30
「
腰
」

⑧　

31
「
ね
」（「
ね
の
ひ
す
る
」
の
一
字
目
）・
33
「
ね
」（「
ね
の
ひ
し
て
」
の
一
字
目
）

⑨　

35
「
あ
す
か
ら
は
」・
36
「
あ
す
か
ら
は
」

⑩　

題
「
鴬
」・
63
「
鴬
」・
64
「
鴬
」・
65
「
鴬
」・
67
「
鴬
」

⑪　

題
「
紅
梅
」
の
二
字
目
「
梅
」・
96
「
梅
」

⑫　

116
「
瑩
」（
一
字
目
）・
116
「
瑩
」（
三
字
目
）

⑬　

題
「
落
花
」・
126
「
落
花
」・
129
「
落
花
」

⑭　

128
「
之
」（
九
字
目
）・
128
「
之
」（
一
九
字
目
）

⑮　

題
「
藤
」・
133
「
藤
」

⑯　

部
類
名
「
夏
」・
題
「
首
夏
」
の
二
字
目
「
夏
」・
題
「
夏
夜
」
の
一
字
目
「
夏
」

⑰　

150
「
照
」・
151
「
照
」
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⑱　

150
「
夜
」・
151
「
夜
」・
152
「
夜
」

⑲　

題
「
納
涼
」・
163
「
納
涼
」

⑳　

題
「
晩
夏
」
の
二
字
目
「
夏
」・
168
「
夏
」

㉑　

171
「
雨
」・
172
「
雨
」

㉒　

183
「
す
」（「
ほ
と
と
き
す
」
の
五
字
目
）・
184
「
す
」（「
ほ
と
と
き
す
」
の
五
字
目
）・
185
「
す
」（「
ほ
と
と
き
す
」
の
五
字
目
）

㉓　

192
「
秋
」・
193
「「
秋
」・
194
「
秋
」

㉔　

199
「
風
」・
200
「
風
」

㉕　

230
「
聲
」・
231
「
聲
」

㉖　

題
「
秋
夜
」
の
一
字
目
「
秋
」・
233
「
秋
」

㉗　

題
「
菊
」・
267
「
菊
」

㉘　

270
「
蘭
」・
271
「
蘭
」

㉙　

283
「
は
き
」・
284
「
は
き
」・
285
「
は
き
」

㉚　

287
「
秋
」・
289
「
秋
」

㉛　

題
「
槿
」・
291
「
槿
」

㉜　

296
「
秋
」（
一
二
字
目
）・
296
「
秋
」（
一
四
字
目
）

㉝　

題
「
紅
葉
」
の
二
字
目
「
葉
」・
301
「
葉
」・
302
「
葉
」

㉞　

題
「
落
葉
」
の
二
字
目
「
葉
」・
307
「
葉
」

㉟　

題
「
雁
」・
317
「
雁
」・
318
「
雁
」・
319
「
雁
」

㊱　

370
「
聲
」・
372
「
聲
」



11　 第一章　第一節

㊲　

題
「
氷
」・
384
「
氷
」・
385
「
氷
」・
387
「
氷
」・
388
「
氷
」

㊳　

412
「
雲
」・
413
「
雲
」・
414
「
雲
」

㊴　

413
「
鶴
」・
414
「
鶴
」

㊵　

417
「
之
」（
五
字
目
）・
417
「
之
」（
一
一
字
目
）

㊶　

422
「
雪
」・
423
「
雪
」

㊷　

423
「
之
」（
九
字
目
）・
423
「
之
」（
一
九
字
目
）・
424
「
之
」（
五
字
目
）・
424
「
之
」（
二
五
字
目
）

㊸　

435
「
風
」・
436
「
風
」

㊹　

438
「
漸
」・
439
「
漸
」

㊺　

454
「
叫
」・
457
「
叫
」・
458
「
叫
」

㊻　

457
「
聲
」・
458
「
聲
」・
460
「
聲
」

㊼　

464
「
管
」・
466
「
管
」

㊽　

題
「
文
詞
」
の
二
字
目
「
詞
」・
470
「
詞
」

㊾　

471
「
遣
」・
475
「
遣
」

㊿　

題
「
酒
」・
479
「
酒
」・
480
「
酒
」（
一
〇
字
目
）

�　

題
「
山
水
」
の
一
字
目
「
山
」・
499
「
山
」

�　

504
「
之
」（
一
〇
字
目
）・
504
「
之
」（
二
一
字
目
）

�　

506
「
山
」（
一
字
目
）・
506
「
山
」（
三
字
目
）

�　

530
「
秋
」（
一
七
字
目
）・
530
「
秋
」（
一
九
字
目
）

�　

532
「
之
」（
雲
紙
本
は
一
一
字
目
、
関
戸
本
は
一
〇
字
目
）・
532
「
之
」（
雲
紙
本
は
二
四
字
目
、
関
戸
本
は
二
三
字
目
）
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�　

591
「
之
」・
592
「
之
」（
五
字
目
）・
592
「
之
」（
雲
紙
本
は
二
三
字
目
、
関
戸
本
は
二
二
字
目
）

�　

題
「
僧
」・
605
「
僧
」・
608
「
僧
」

�　

題
「
閑
居
」
の
一
字
目
「
閑
」・
613
「
閑
」

�　

647
「
ふ
ね
」・
648
「
ふ
ね
」

�　

題
「
庚
申
」・
650
「
庚
申
」

�　

670
「
片
」・
672
「
片
」

�　

671
「
花
」（
二
字
目
）・
672
「
花
」

�　

671
「
是
」・
672
「
是
」

�　

685
「
之
」（
八
字
目
）・
685
「
之
」（
一
八
字
目
）

�　

題
「
遊
女
」
の
一
字
目
「
遊
」・
719
「
遊
」

殆
ど
が
漢
詩
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
両
本
に
は
用
字
の
一
致
が
認
め
ら
れ
た
。
同
一
字
形
・
同
字
母
の
重
複
の
回
避
は
書
写
者
が
視
覚
的

変
化
を
与
え
た
こ
と
に
因
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
致
は
偶
然
と
は
思
え
ず
、
両
本
の
制
作
過
程
に
は
用
字
を
示
す
型
が
存
在
し
て
い
た
と
推

測
さ
れ
る
。
書
写
者
が
長
編
の
用
字
を
全
て
記
憶
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
用
字
を
書
き
留
め
た
草
稿
を
所
持
し
て
書
写
に
臨
ん
だ
も
の

と
想
像
さ
れ
る
。三

次
に
書
風
に
つ
い
て
述
べ
る
。
書
風
は
流
動
的
で
あ
っ
て
、
明
確
に
区
別
し
得
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
両
本
で
は
複
数
の

書
風
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
両
本
間
に
は
共
通
要
素
が
看
取
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
用
字
に
つ
い
て
も
楷
書
体
・
行
書

体
・
草
書
体
を
交
え
、
仮
名
で
は
一
音
に
つ
き
複
数
の
字
母
が
使
用
さ
れ
、
女
手
の
他
、
草
仮
名
、
万
葉
仮
名
も
用
い
ら
れ
、
視
覚
的
美
へ
の
追
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求
が
窺
わ
れ
る
。
二
本
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
複
数
の
書
風
の
う
ち
、
漢
詩
・
和
歌
よ
り
一
種
ず
つ
事
例
を
挙
げ
、
書
風
の
特
徴
に
つ
い
て
も
述

べ
る
。

◆
雲
紙
本
（
511
）

◆
関
戸
本
（
645
）

春
名
好
重
氏
が
他
の
箇
所
と
比
べ
て
「
別
筆
の
よ
う
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
こ
の
書
風
の
み
、一
見
、別
人
の
手
に
な
る
よ
う
だ
が
、「
線

質
に
は
変
り
は
な
い
）
11
（

」
と
言
え
る
。
春
名
氏
は
こ
の
書
風
を
「
奇
癖
偏
習
」
と
評
さ
れ
、同
じ
く
源
兼
行
の
筆
と
推
定
さ
れ
て
い
る
「
栂
尾
切
」（「
桂

本
万
葉
集
」
の
断
簡
）
に
も
同
様
な
書
風
が
あ
る
と
さ
れ
た
）
12
（

。

一
方
、
飯
島
春
敬
氏
は
「
い
わ
ゆ
る
和
様
体
か
ら
離
れ
た
幅
の
狭
い
長
身
の
書
き
方
を
し
て
い
る
の
は
異
様
で
」、「
和
様
体
か
ら
離
れ
て
、
中

国
風
を
そ
の
箇
所
で
、
わ
ざ
と
発
揮
し
た
」
と
さ
れ
た
）
13
（

。
両
氏
の
ご
指
摘
は
首
肯
さ
れ
る
。
同
様
な
事
例
を
挙
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
雲

紙
本
：307
〜
313
・
506
・
508
・
510
〜
517
。
関
戸
本
：題
（
本
文
中
）
二
か
所
（「
庚
申
」・「
帝
王
」
）・
387
〜
389
・
641
〜
646
・
650
・
651
・
653
〜
663
。

◆
雲
紙
本
（
722
）
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◆
関
戸
本
（
722
）

和
歌
一
首
二
行
書
き
で
あ
る
。
二
行
目
の
行
頭
が
一
行
目
の
行
頭
よ
り
わ
ず
か
に
下
が
る
傾
向
に
あ
り
、
字
間
・
行
間
が
狭
い
。
右
の
用
例
の
一

行
目
行
末
「
数
（
す
）
」
の
よ
う
に
、
左
下
方
か
ら
右
上
方
へ
強
く
上
が
る
部
分
を
有
す
る
書
も
あ
る
。
上
か
ら
下
へ
、
下
か
ら
上
へ
と
筆
の
動
き

が
大
き
い
箇
所
が
目
立
つ
。
上
と
下
（
雲
紙
本
の
二
行
目
八
字
目
「
や
」
と
九
字
目
「
と
」
）・
一
行
目
と
二
行
目
の
文
字
（
関
戸
本
の
一
行
目
六
字

目
「
よ
」
と
二
行
目
六
字
目
「
禮
（
れ
）
」
）
が
接
触
し
た
り
、
上
下
二
文
字
の
う
ち
、
下
の
文
字
の
一
部
が
上
の
文
字
の
高
さ
に
位
置
す
る
（
二
行

目
六
字
目
「
れ
」
）
等
、
上
下
、
左
右
へ
と
の
び
や
か
に
流
れ
る
。
同
様
な
事
例
を
挙
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
雲
紙
本
：
100
・
101
・
135
・

136
・
185
・
191
・
198
・
201
・
203
・
278
・
280
・
281
・
283
〜
285
・
569
〜
571
・
600
〜
602
・
610
〜
612
・
665
・
722
・
733
、
関
戸
本
：
258
〜
260
・
272
・
273
・
305
・

306
・
314
・
316
・
333
・
336
・
337
・
386
・
689
・
693
・
705
・
722
・
739
・
740
。

四

用
字
・
書
風
上
、
両
本
に
は
共
通
性
が
認
め
ら
れ
た
が
、
書
に
お
い
て
は
関
戸
本
の
方
が
雲
紙
本
よ
り
充
実
感
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
前
項
「
三
」
に
掲
出
し
た
関
戸
本
（
645
）
の
一
字
目
「
洲
」
の
最
終
画
（
縦
画
）
の
始
筆
）
14
（

の
打
ち
込
み
が
鋭
く
、
二
字
目
「
蘆
」
の
左

払
い
も
穂
先
の
き
い
た
強
い
線
質
）
15
（

で
あ
り
、
ま
た
、
本
稿
中
、
掲
出
し
て
い
な
い
箇
所
と
な
る
が
、
関
戸
本
に
見
ら
れ
る
、
題
（
本
文
中
）「
庚
申
」

の
二
字
目
「
申
」・
650
「
申
」・
653
「
制
」・
655
「
中
」・
658
「
渕
」・
661
「
到
」
の
最
終
画
（
縦
画
）
の
よ
う
な
緊
張
感
の
あ
る
強
靭
な
線
質
も
雲
紙
本

に
は
見
当
た
ら
な
い
。

和
歌
の
書
風
に
つ
い
て
も
関
戸
本
で
は
表
現
の
一
環
と
し
て
上
下
に
位
置
す
る
文
字
の
接
触
、
重
な
り
が
確
認
さ
れ
る
。
細
部
に
ま
で
行
き
届
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い
た
表
現
が
注
目
さ
れ
る
。
次
に
例
示
す
る
関
戸
本
（
260
）
の
二
行
目
「
む
」
に
は
筆
勢
が
あ
る
）
16
（

。
気
魄
が
感
じ
ら
れ
、
漢
詩
と
の
融
和
を
図
っ
て

い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
表
現
は
雲
紙
本
か
ら
は
看
取
さ
れ
な
か
っ
た
。

◆
関
戸
本
（
258
・
259
・
260
）

以
下
、
雲
紙
本
と
関
戸
本
と
の
間
に
見
ら
れ
る
相
違
点
を
探
る
べ
く
、
比
較
検
討
を
行
っ
た
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
れ
は
仮
名
よ
り
も
漢

字
の
方
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
偏
旁
冠
脚
等
の
文
字
成
分
に
分
け
て
観
察
す
る
と
「
广
」（
マ
ダ
レ
）・「
刂
」（
リ
ッ
ト
ウ
）・「
乀
」（
右
払
い
）
の

部
分
に
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
部
分
を
有
す
る
文
字
を
全
て
抽
出
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（１）
「
广
」（
マ
ダ
レ
）

「
广
」（
マ
ダ
レ
）
に
は
、
二
画
目
（
横
画
）
の
送
筆
）
17
（

後
、
一
旦
、
筆
の
穂
先
）
18
（

を
紙
面
か
ら
離
し
、
あ
ら
た
に
三
画
目
の
左
払
い
を
書
す
場
合
と
二

画
目
（
横
画
）
と
三
画
目
（
斜
画
）
と
を
続
け
て
一
筆
で
書
す
場
合
と
が
あ
る
。
前
者
の
三
画
目
（
左
払
い
）
に
つ
い
て
、
雲
紙
本
に
は
関
戸
本
に

比
し
て
弱
々
し
い
線
質
や
平
板
な
線
質
が
随
所
に
存
す
る
の
に
対
し
て
、関
戸
本
で
は
、（
筆
の
）
穂
先
を
き
か
せ
た
張
り
の
あ
る
線
質
が
目
立
つ
。

次
に
例
示
す
る
よ
う
に
、
雲
紙
本
の
二
画
目
の
始
筆
・
折
り
返
し
の
部
分
（
矢
印
部
）
の
運
筆
か
ら
は
ぎ
こ
ち
な
さ
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
関
戸
本

の
二
画
目
は
安
定
し
た
筆
の
運
び
で
、
二
画
目
か
ら
三
画
目
に
移
る
斜
画
に
は
一
息
の
美
し
い
流
れ
が
感
じ
ら
れ
る
。

な
お
、
そ
の
他
、「
月
」
の
二
画
目
の
「
折
れ
」
や
偏
「
氵
」（
サ
ン
ズ
イ
）
の
点
画
も
雲
紙
本
で
は
、
幾
ら
か
ぎ
こ
ち
な
く
感
じ
ら
れ
る
が
、
関
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戸
本
か
ら
は
そ
の
よ
う
な
堅
さ
は
感
受
さ
れ
な
か
っ
た
。

◆
雲
紙
本
（
30
摩
）

◆
関
戸
本
（
30
摩
）

（２）
「
刂
」（
リ
ッ
ト
ウ
）

次
の
「
劉
」
の
最
終
画
（
縦
画
）、
及
び
最
終
の
「
撥
ね
」
の
部
分
（
矢
印
部
）
に
注
目
す
る
と
、
雲
紙
本
の
方
に
は
さ
ほ
ど
太
細
の
変
化
が
な
く
、

単
調
な
筆
遣
い
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
関
戸
本
の
最
終
画
の
縦
画
は
な
め
ら
か
な
カ
ー
ブ
を
描
き
、
中
程
（
矢
印
部
）
で
筆
を

一
瞬
引
き
上
げ
、
そ
の
後
、
終
筆
）
19
（

に
向
け
て
筆
の
弾
力
を
活
か
し
な
が
ら
筆
圧
）
20
（

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。「
刂
」（
リ
ッ
ト
ウ
）
を
有
す
る
全
て
の
文

字
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
雲
紙
本
の
運
筆
は
、
関
戸
本
に
比
し
て
、
遅
速
緩
急
）
21
（

の
変
化
に
乏
し
く
、
雲
紙
本
よ
り
関
戸
本
の
方
が
洗
練
さ
れ

て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

◆
雲
紙
本
（
480
劉
）
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◆
関
戸
本
（
48
劉
）

（
３
）「
乀
」（
右
払
い
）

右
払
い
を
有
す
る
文
字
の
大
き
さ
を
揃
え
て
み
る
と
、
関
戸
本
の
右
払
い
の
方
が
張
り
の
あ
る
線
質
で
あ
り
、
な
お
か
つ
、
雲
紙
本
に
比
し
て

均
整
が
と
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
関
戸
本
に
は
、
た
と
え
ば
、

◆
関
戸
本
（
335
更
）

の
ご
と
く
、
紙
面
に
深
く
食
い
込
む
よ
う
な
線
質
（
矢
印
部
）
も
存
す
る
。
雲
紙
本
の
運
筆
は
一
様
で
あ
り
、
右
掲
の
ご
と
き
線
質
は
関
戸
本
独

自
の
も
の
と
言
え
る
。

な
お
、
関
戸
本
で
は
、
あ
る
文
字
と
日
偏
を
有
す
る
文
字
（「
時
」・「
晴
」・「
暗
」
等
）
と
が
上
下
に
位
置
し
、
続
け
字
で
あ
る
場
合
の
日
偏
の

一
画
目
（
縦
画
）、
及
び
そ
の
直
前
の
連
綿
線
や
、「
玉
」・「
飛
」・「
瑩
」・「
花
」・「
老
」
等
の
ご
と
く
行
草
体
の
最
終
が
点
で
あ
る
と
き
、
そ
の

点
を
打
つ
直
前
の
筆
脈
）
22
（

等
も
抑
揚
）
23
（

に
富
ん
だ
線
質
で
あ
る
。
右
に
掲
出
し
た
関
戸
本
の
「
更
」（
335
）
の
右
払
い
に
通
ず
る
。

以
上
、
関
戸
本
で
は
多
様
な
線
質
を
駆
使
し
、
空
間
を
支
配
し
て
い
る
と
い
っ
た
感
が
あ
り
、
雲
紙
本
の
書
よ
り
も
完
成
度
が
高
い
と
考
え
ら

れ
る
。
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五

雲
紙
本
と
関
戸
本
の
書
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
用
字
・
書
風
に
共
通
性
が
認
め
ら
れ
、
同
筆
と
さ
れ
て
い
る
両
本
の
書
写
者
の
志
向
す
る
表

現
が
近
い
と
い
う
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
両
本
に
は
用
字
を
示
す
型
が
存
在
し
て
い
た
と
推
考
さ
れ
る
。
依
頼
主
か
ら
書
写
者
へ
の

書
作
上
の
要
望
等
と
い
う
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
も
否
定
し
得
な
い
も
の
の
、
能
書
家
で
あ
る
両
本
の
書
写
者
が
そ
の
草
稿
を
長
年
に
亘
っ
て
保

存
し
、
時
を
隔
て
、
再
び
同
様
の
手
法
を
用
い
て
表
現
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
両
本
の
書
写
年
時
の
間
隔
は
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
と
解
す
る

方
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
雲
紙
本
よ
り
関
戸
本
の
書
の
方
が
完
成
度
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
、
関
戸
本
の
方
が
後
の
書
写
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
二
本
の
み
の
調
査
で
は
即
断
で
き
な
い
点
も
あ
る
。
本
考
察
結
果
を
踏
ま
え
、
そ
の
他
の
源
兼
行
の
筆
と
さ
れ
て
い
る
書
も
合
わ
せ
、

再
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

注（
1
） 

ま
ず
、
源
豊
宗
氏
に
よ
っ
て
、
伝
源
俊
房
筆
「
宇
治
の
平
等
院
鳳
凰
堂
色
紙
形
」
の
書
写
者
は
「
源
兼
行
」
で
あ
る
と
提
言
さ
れ
（「
鳳
凰
堂
扉
絵
色
紙
形

の
題
字
の
筆
者
に
就
い
て
」〈『
佛
教
美
術
』
第
十
八
冊　
﹇
昭
和
6
年
12
月 

仏
教
美
術
社
﹈ 

〉）、
飯
島
春
敬
氏
が
「
源
兼
行
説
は
卓
見
」
と
さ
れ
た
（「
論
章

7 

桂
宮
万
葉
集
筆
者
考
」〈『
飯
島
春
敬
全
集
』
第
四
巻
﹇
昭
和
60
年  

書
藝
文
化
新
社
﹈ 

所
収
〉）。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
小
松
茂
美
氏
は
、
平
等
院
鳳
凰
堂
の

色
紙
形
と
源
兼
行
の
自
筆
の
書
状
（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
「
旧
九
条
家
本
延
喜
式
」
巻
第
三
十
九
の
紙
背
文
書
と
し
て
伝
存
）
の
筆
跡
を
比
較
さ
れ
た

結
果
、「
源
兼
行
の
真
跡
と
断
定
」
さ
れ
（『
平
等
院
鳳
凰
堂
色
紙
形
の
研
究
』﹇
昭
和
48
年  

中
央
公
論
美
術
出
版
﹈）、
雲
紙
本
と
関
戸
本
も
同
じ
く
源
兼

行
の
真
筆
と
推
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

（
2
）
飯
島
春
敬
氏
「
論
章
11 

伝
藤
原
行
成
筆 

御
物
和
漢
朗
詠
集
雲
紙
本
の
研
究
」（『
飯
島
春
敬
全
集
』
第
五
巻
﹇
昭
和
61
年  

書
藝
文
化
新
社
﹈ 

所
収
）

（
3
）
堀
江
知
彦
氏
「
和
漢
朗
詠
集
の
成
立
と
古
寫
本
」（『
書
道
全
集
』
第
一
三
巻
（﹇
昭
和
48
年  
平
凡
社
﹈
所
収
）

（
4
）
久
曽
神
昇
氏
「
仮
名
古
筆
の
基
礎
調
査
」（『
講
座 

平
安
文
学
論
究
』
第
五
輯 

﹇
昭
和
63
年  
風
間
書
房
﹈ 

所
収
）



19　 第一章　第一節

（
5
）
久
曽
神
昇
氏
「
仮
名
古
筆
（
一
一
）
原
形
和
漢
朗
詠
集
」（『
汲
古
』
第
一
八
号 

﹇
平
成
2
年
1
月  

汲
古
書
院
﹈）

（
6
）
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
三
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈
400
頁

（
7
） 
源
兼
行
の
筆
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
作
品
に
は
、
雲
紙
本
と
関
戸
本
の
他
、「
桂
本
万
葉
集
」、「
高
野
切
第
二
種
」（『
古
今
集
』
高
野
切
は
三
人
の
手

に
分
か
れ
て
お
り
〈
尾
上
八
郎
氏
著
『
平
安
時
代
の
草
假
名
の
研
究
』﹇
昭
和
18
年  

雄
山
閣
﹈ 

〉、
便
宜
上
、「
高
野
切
第
一
種
」、「
高
野
切
第
二
種
」、「
高

野
切
第
三
種
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
）
等
が
あ
る
。
久
曽
神
昇
氏
は
「
桂
本
万
葉
集
」
の
書
写
時
期
は
「
長
久
元
年
一
〇
四
〇
頃
（
四
十
歳
）
」
と
し
て
雲

紙
本
よ
り
後
の
書
写
、「
高
野
切
第
二
種
」
は
「
永
承
三
年
一
〇
四
八
頃
（
四
十
八
歳
）
」
の
書
写
と
推
定
さ
れ
た
（
前
掲
〈
注
4
〉
に
同
）。
一
方
、
堀
江

知
彦
氏
は
「
桂
本
万
葉
集
」
が
「
最
も
若
く
」、
雲
紙
本
を
経
て
「
最
も
圓
熟
し
た
境
地
を
示
す
の
が
関
戸
本
・
高
野
切
と
考
え
る
の
が
妥
當
で
は
あ
る
ま

い
か
」
と
さ
れ
（
平
安
書
道
研
究
會
編
『
日
本
名
著
全
集
』
第
六
巻
﹇
出
版
年
不
明  

書
藝
文
化
院
﹈）、
関
戸
本
と
「
高
野
切
第
二
種
」
と
は
「
ほ
と
ん
ど
同

時
の
作
品
と
ま
で
推
測
さ
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
が
（
前
掲
〈
注
3
〉
に
同
）、
春
名
好
重
氏
は
「
今
の
と
こ
ろ
、〈
高
野
切
〉
の
第
二
種
の
筆
者
は
兼
行
と

は
い
い
か
ね
る
」
と
い
う
異
見
を
示
さ
れ
た
（
春
名
好
重
氏
ほ
か
編
『
書
の
基
本
資
料
⑪
か
な
の
書
の
美
』﹇
平
成
8
年  

中
教
出
版
﹈ 

8
頁
）。

（
8
）
字
形
が
形
成
さ
れ
る
時
、
点
画
の
長
短
・
方
向
・
交
わ
り
方
・
接
し
方
が
考
慮
さ
れ
て
書
さ
れ
る
。
結
体
と
は
そ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
の
結
果
の
も
の

を
指
す
（
藤
原
宏
ほ
か
編
『
書
写
書
道
用
語
辞
典
』﹇
平
成
2
年  

第
一
法
規
﹈「
結
体
」
の
項
）。

（
9
）
68
「
魚
」・
96
「
兼
」・
16
「
源
」・
163
「
図
」・
672
「
霞
」・
698
「
図
」・
774
「
歓
」
等
。

（
10
）
五
十
嵐
三
郎
氏
ほ
か
著
『
国
語
概
説
』﹇
平
成
2
年  

学
芸
図
書
﹈
50
頁

（
11
）
春
名
好
重
氏
編
著
『
古
筆
大
辞
典
』﹇
昭
和
54
年  

淡
交
社
﹈「
雲
紙
本
和
漢
朗
詠
集
」
の
項
。

（
12
）
春
名
好
重
氏
「
日
本
の
名
筆
」（『
書
道
研
究
』
49
﹇
平
成
4
年
1
月  

萱
原
書
房
﹈ 

所
収
）

（
13
）
飯
島
春
敬
氏
著
『
飯
島
春
敬
全
集
』
第
五
巻
﹇
昭
和
61
年  

書
藝
文
化
新
社
﹈
290
頁

（
14
） 「
起
筆
」
と
も
い
う
。
書
写
・
書
道
に
お
い
て
は
、
始
筆
は
文
字
通
り
「
書
き
始
め
」
の
部
分
で
あ
る
か
ら
、
特
に
大
切
な
筆
づ
か
い
の
要
素
と
な
る
（
藤

原
宏
氏
ほ
か
編
『
書
写
書
道
用
語
辞
典
』﹇
平
成
2
年  

第
一
法
規
﹈
133
頁
）。
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（
15
）
書
の
線
の
も
つ
性
質
で
、
書
線
の
様
相
と
そ
の
内
容
を
い
う
（
前
掲
〈
注
14
〉
に
同
。
189
頁
）。

（
16
）
た
と
え
ば
260
の
「
む
」
の
最
終
画
等
は
右
の
行
（
一
行
目
）
の
「
け
」
と
そ
の
下
に
位
置
す
る
「
れ
」
の
両
字
を
貫
い
て
い
る
か
の
ご
と
く
感
じ
ら
れ
る
。

（
17
）
一
つ
の
点
画
の
う
ち
、
始
筆
と
終
筆
の
中
間
、
つ
ま
り
、
筆
の
送
り
の
部
分
を
い
う
（
前
掲
〈
注
14
〉
に
同
。
202
頁
）。

（
18
）
毛
筆
の
穂
の
先
の
部
分
を
穂
先
と
呼
び
、
毛
筆
の
最
も
大
切
な
部
分
で
あ
る
（
前
掲
〈
注
14
〉
に
同
。
313
頁
）。

（
19
）
一
つ
一
つ
の
点
画
の
終
り
の
部
分
、
つ
ま
り
、
筆
を
ぬ
い
て
収
め
る
部
分
の
こ
と
。
ま
た
「
収
筆
」
と
も
い
う
（
前
掲
〈
注
14
〉
に
同
。
140
頁
）。

（
20
） 

筆
記
具
に
か
か
る
圧
力
を
筆
圧
と
い
い
、
別
に
圧
度
と
も
い
う
。
筆
圧
は
毛
筆
の
よ
う
に
、
弾
力
性
の
あ
る
も
の
で
は
、
そ
の
強
弱
は
点
画
の
上
に
直

接
太
細
と
な
っ
て
現
れ
る
（
前
掲
〈
注
14
〉
に
同
。
276
頁
）。

（
21
） 

運
筆
の
速
度
を
表
す
言
葉
。
遅
く
、
速
く
、
ゆ
っ
く
り
、
急
に
と
い
う
よ
う
に
、
運
筆
の
遅
速
緩
急
は
、
書
に
筆
意
筆
勢
を
表
す
た
め
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
あ
る
（
前
掲
〈
注
14
〉
に
同
。
220
頁
）。

（
22
） 

脈
絡
と
も
い
わ
れ
、
文
字
を
構
成
し
て
い
る
点
画
の
一
つ
一
つ
が
気
分
的
に
も
、
形
の
上
に
お
い
て
も
つ
な
が
り
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
（
前
掲
〈
注
14
〉

に
同
。
278
頁
）。

（
23
）線
美
を
構
成
す
る
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。
運
筆
の
と
き
の
あ
る
い
は
抑
え
、
あ
る
い
は
揚
げ
る
こ
と
の
相
互
関
係
の
こ
と
（
前
掲
〈
注
14
〉
に
同
。
343
頁
）。




